
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
D

インターンシップを通じ
て自身の強みや課題を客
観的に評価し、目標を設
定し、効果的な成果を追

求する

インターンシップにおい
て自己評価を行い、目標
を設定し、成果を追求す

る

インターンシップにおい
て自己評価や目標設定を
一部行い、成果に向けて

努力する

インターンシップにおい
て自己評価や目標設定に
課題があり、成果の追求

に支障をきたす

ふつう あと少し

インターンシップ先での
仕事の流れや進め方を一
部理解し、業務に取り組
むが、改善の余地がある

インターンシップ先での
仕事の流れや進め方に課
題があり、業務への取り

組みに支障をきたす

インターンシップ先での
仕事の流れや進め方の理
解が不足し、業務の遂行

が難しい状態である

インターンシップ先の企
業の組織構造や人間関
係、ルールを一部理解

し、コミュニケーション
に努める

インターンシップ先の企
業の組織構造や人間関係
に課題があり、コミュニ
ケーションに支障をきた

す

インターンシップ先の企
業の組織構造や人間関係
の理解が不足し、円滑な
コミュニケーションが難

しい状態である

優れている よい

到達目標
A

インターンシップ先での
仕事の流れや進め方を深
く理解し、自らの業務に
適切に取り組み、効率的

な実績を上げる

インターンシップ先での
仕事の流れや進め方を理
解し、業務に適切に取り

組み、実績を上げる

インターンシップ先の企
業の組織構造や人間関
係、ルールを深く理解

し、円滑なコミュニケー
ションを実践する

インターンシップ先の企
業の組織構造や人間関

係、ルールを理解し、コ
ミュニケーションを取る

到達目標
B

到達目標
C

学校で学んだ知識をイン
ターンシップで実践的に
活用し、自身の成長と今
後の学習への動機づけを

高める

学校で学んだ知識をイン
ターンシップで活用し、
成長と学習の動機づけを

実感する

学校で学んだ知識を一部
活用し、成長と学習への
動機づけを感じるが、一

部課題がある

科目名 インターンシップ２ 年度 2024

学期前・後期

単位数 2 種別※ 実習

英語科目名

学科・学年 情報ビジネス科  1年次 必／選 選 時間数 60

担当教員 風間　恵 教員の実務経験 無 実務経験の職種 企業研修講師

【科目の目的】

この科目の目的は、インターンシップを通じて学生が企業活動の実際の一端に触れ、以下の学習効果を期待するこ
とです。

企業における仕事の流れと進め方を理解する。
企業の組織構造、人間関係、ルールを理解する。
学校で学んだ知識が社会でどのように活かせるかを確認し、学習への動機づけを高める。

【科目の概要】

この科目では、インターンシップを通じて学生が実際の企業での業務に参加し、仕事の流れや進め方を学びます。
また、企業の組織構造や人間関係、ルールなどについても理解を深め、学校で学んだ知識やスキルが実際の社会で
どのように活かせるかを確認します。

【到達目標】

企業活動の流れと進め方の理解
組織構造と人間関係の理解
学校での知識の活用と動機づけ
自己評価と目標設定
インターンシップの総合的成果

【授業の注意点】

インターンシップ開始前に担当教員と顔合わせに行く。また、インターンシップ活動賠償責任保険（総合賠償責任
保険）に事前に加入すること。勤務時は受入先から特に指定がない場合は原則、スーツを着用する。期間中に電車
遅延や体調不良で遅刻・欠勤する場合は必ず電話連絡すること。無断欠勤や勤務時の態度が悪い場合は、インター
ンシップを中断する可能性があるので、やむ得ない事情がある場合は、受入先企業、担任に速やかに連絡する。そ
の他、社会人として必須のマナーを守ってインターンシップに参加すること。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

インターンシップにおい
て自己評価や目標設定の
理解が不足し、成果の追
求や努力が難しい状態で

ある

到達目標
E

学校で学んだ知識の活用
において課題があり、成
長や学習への動機づけが

制限される

学校で学んだ知識の活用
や成長の実感が不足し、
今後の学習への動機づけ

が難しい状態である

インターンシップでの実
務経験や成果の理解が不
足し、目標達成に向けた
努力が難しい状態である

【教科書】

【参考資料】

レジュメ・資料を配布する。

【成績の評価方法・評価基準】

成果発表（口頭・実技）　50%　実習期間内に行われる発表方法、内容について評価する
平常点　　　　　　　　　50%　積極的な参加度、勤務態度によって評価する

インターンシップを通じ
て企業での実務経験を十
分に活用し、目標達成に
向けて高い成果を上げる

インターンシップでの実
務経験を活用し、目標達
成に向けて成果を上げる

インターンシップでの実
務経験を一部活用し、目
標達成に向けて努力する

インターンシップでの実
務経験や成果に課題があ
り、目標達成に向けた努

力に支障をきたす



回数
評
価

自
己

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

3
仕事の流れと進め

方
企業内の業務フローと仕
事の進め方を理解する

4

科目名 インターンシップ２ 年度 2024

学期

授業内容

インターンシップの意義

協力とコミュニケーション

業界の特徴 業界知識の習得

業務プロセスの解説 仕事のプロセス理解

タスク管理のスキル

2
企業の概要と業務

理解
インターン先企業の概要
と業務内容を理解する

企業の沿革 企業概要の把握

主要な業務領域の紹介

フィードバックの受け入れと改善の実行

職場エチケット

6
インターンの役割

と貢献
インターンとしての役割

と貢献方法を考える

7
学校で学んだ知識

の活用

学校で学んだ知識がどの
ように活かせるかを考え

る

プレゼンテーションスキル

8
プロジェクトワー

ク
実際の業務プロジェクト

に取り組む

プロジェクトマネジメント

企業のルールと文
化

企業内のルールや文化を
理解する

学びのアウトプット

キャリア戦略の策定

組織構造と人間関
係

企業の組織構造と人間関
係を把握する

5

専門知識の応用例

プロジェクトのテーマ設
定

プレゼンテーションの基
本

成果報告の準備

タスクの分担

進捗管理

14

インターンの成果
報告

インターンシップの成果
を報告する方法を学ぶ

インターンシップの成果
と学びのまとめ

成果の整理と報告

経験の振り返りと学びの洗練
インターンの経験の振り

返り

得た教訓の共有

インターンの学びのアウ
トプット

キャリア戦略の考え方

フィードバックの分析

改善策の提案

成果発表のプレゼンテー
ション

ディスカッション

9

10
インターンの振り

返り
インターンシップを振り
返り、学びを整理する

11
インターンの学び
を今後に活かす

インターンで得た学びを
今後の学習やキャリアに

活かす

12
インターンの

フィードバックと
改善点

インターンシップの
フィードバックを受けて

改善点を洗い出す

13
インターンの成果
発表とディスカッ

ション

インターンの成果を発表
し、ディスカッションを

行う

インターンシップ
の成果と評価

インターンシップ全体の
成果を振り返り、評価す

る

インターンシップの振り
返り

今後の学びとキャリアの
展望

インターンシップの総括と未来への展望

評価基準の確認

プレゼンテーションとディスカッションのスキル

インターンシップの成果評価と自己評価

15
インターンシップ

の総括と展望
インターンシップの総括
と今後の展望を考える

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1
イントロダクショ

ンと目標設定
インターンシップの目的
と学習目標の設定を行う

個人の学習目標の設定方
法

効果的なコミュニケーションスキル

企業文化の理解と遵守

エチケットなどの解説

インターンの期待役割

インターンシップの目的理解

個人の目標設定

タスクの進め方やスケ
ジュール管理の方法

組織図の解説

チーム内のコミュニケー
ションと協力の重要性

服務規程

コアバリュー

業務における問題解決の
アプローチ

プロジェクトへの参加方
法

組織構造理解

問題解決のスキル向上

プロジェクト参加のアプローチ

貢献の方法

学識の実務への展開


